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市民や事業者の皆さんと共に良好な景観形成を進めています。

の事前届出制度、景観形成地区における修景基準など、様々な景観施策により、

青梅市では、青梅市の美しい風景を育む条例にもとづく一定規模以上の建築物等

多摩川沿い景観形成地区







景観形成地区
（青梅駅周辺・
多摩川沿い）



多摩川沿い
景観形成地区

地区区分の詳細については、都市計画課へお問い合わせ下さい。

――――――－

景観形成地区

景観形成地区

一般地区



工業系地区

・三ツ原工業団地や末広付近の工業系の建築物は、暖色系の低彩度・無彩色などの高明度色で、まとまった色彩景
 観が主体となっています。
・一方で、一部の建築物に周辺に馴染まない色彩が使用されており、色彩景観のマイナス要素となっています。
圏央道⻘梅インターチェンジ北側地区は、農地としての⼟地利用から都市的⼟地利用へと転換し、物流を中⼼と
した流通業務機能などが集積する拠点として整備されることが決定しています。当地区は、大きく⼟地利用が変
わる中で、周辺環境との調和をいかに図り、新たな秩序ある景観を創出していくかが課題となります。

・

多摩川沿い
景観形成地区

――――――－
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多摩川沿い景観形成地区の色彩

崖線緑地の緑が主体となっています。

多摩川沿い景観形成地区は、連続する



2.0/1.0（ダークブラウン）

（崖線・上流エリア）

（中流・下流エリアは周辺への
影響を十分考慮した色彩とする）

の景観になじみやすいことから、積極的に自然素材を活用することとします。

周辺の景観と馴

染むものになります。

雨よけ、日よけの色彩の例広告物の地色の例

広告物、雨よけ、日よけの色彩の範囲

全色相 全明度
広告物の地色
雨よけ、日よけ

６以下

自動販売機の色彩の例

考慮し、建築物等と一体的になるよう

計画します。

自然景観との調和を

多摩川沿い景観形成地区内では、木材などの素材を生かした看板などが周囲
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